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Ⅲ 基本目標の実現に向けた施策展開 

（１）施策展開の考え方 

秋田市の住まい・まちづくりの多くは、市場を通じた住宅取得や改善・住替え等により

行われています。基本目標の実現のためには、市民、行政、住宅関連事業者等が、それぞ

れの責任に基づく役割に基づきながら、健全な住宅市場の形成とその適切な補完を通じて

取り組むことが必要不可欠です。このことから、秋田市は、以下の視点に立って、市民、

行政、住宅関連事業者等が連携・協働していくための体制づくりと施策を推進します。 

● 長く活用できる住宅ストックの形成と適切な維持管理の重視 

・資源制約への対応や低炭素社会づくりに向けて、環境にやさしく、長持ちさせる暮ら

し・住まいとしていくことが必要です。このため、秋田市の風土に根ざした資源を有

効に活用するとともに、良質で長持ちさせるための住まいの維持・管理や供給に重点

をおいて推進します。 

● 健全で活力ある市場を通した住宅施策の推進 

・｢住み手｣が行う購入・借家・修繕等、｢つくり手・にない手｣が行う工事・売買・賃貸・

仲介等が、健全な市場を通じて実現されていくことが不可欠です。このため、適切な

情報提供や法令に基づいた指導･誘導等に取り組みます。 

・また、市場において自力では適切な住宅を確保することが困難な人々に対する住宅セ

ーフティネットを構築します。 

● 横断的な取り組み 

・基本目標の実現に向けては、公共サービスの効率的提供や都市活力の維持、環境負荷

の低減等、分野横断的なあり方を考慮しながら、まちづくり施策、福祉施策、防災施

策、環境・エネルギー施策等の市民生活に深く関する施策との連携が不可欠です。 

・このため、高齢者の生活支援、まちなか居住や高齢化・人口減少が進行する郊外部・

山間部居住への対応等において、秋田市全体の都市政策の方向に基づき、関連施策分

野との連携により総合的に推進します。 

・また、計画の進捗状況を把握するとともに、計画管理を行っていくことが重要である

ことから、必要に応じた対応を協議しながら、着実に実施します。 

● 市民主体の協働・連携の推進 

・秋田市は、地域ごとの歴史・文化・コミュニティの特性の相違や、中心市街地・農村

集落・郊外の住宅団地等居住ニーズの多様化・変化が進んでいます。秋田市の風土に

ふさわしい、多様なニーズに対応した住まい・まちの実現のためには、地域に根ざし

た住まいづくりやコミュニティ活動との連携が不可欠です。このため、まちづくり等

に主体的に取り組む地域住民の団体、ＮＰＯ、民間事業者等との連携を促進します。 

● 市営住宅ストックの有効活用とまちづくりへの寄与 

・民間市場や秋田県との連携や役割分担に基づいた市民の住宅セーフティネットの構築

とともに、市民の貴重なストックである既存市営住宅の有効な活用と、建替の際はコ

ミュニティの活性化やまちづくりへ寄与できるよう配慮します。 
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（２）施策体系 
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（３）施策の内容 

 
【目標１】 エイジフレンドリーシティ(高齢者にやさしい都市)を実現する住まい・まちづくり 

 

①高齢者・障がい者が安心して暮らせる住まいづくり 

①-１ 高齢者・障がい者が安定して住み続けられる居住の確保 

●高齢者・障がい者が暮らしやすい住宅整備の普及促進 

高齢者・障がい者が安心して暮らせるよう、住宅のバリアフリー性能等をわか

りやすく表示する住宅性能表示制度の周知・普及を促進します。 

また、高齢者・障がい者の住宅の改善に必要な改修費用の補助等により、リフ

ォームの啓発や普及活動を促進します。 

さらに、自宅で円滑な日常生活ができるように、必要な日常生活用具、福祉用

具および住宅改修費用を給付する事業の利用促進を図ります。 

・住宅性能表示制度の周知・普及の促進 

・住宅リフォーム支援事業の推進 

・障がい者への日常生活用具給付等事業の利用促進 

・高齢者への福祉用具貸与・購入、住宅改修の利用促進 

 

●民間賃貸住宅における高齢者・障がい者等の安心入居の誘導 

民間賃貸住宅において入居制限を受けやすい高齢者や障がい者等の世帯の安

定した居住の確保を図るため、貸主・借主双方の不安を解消するための活動を促

進します。 

・居住支援協議会活動支援事業への取り組みの検討 

 

●医療・介護と連携したサービス付き高齢者住宅の供給促進 

医療・介護との連携により、高齢者が安心して住み続けられるよう、サービス

付き高齢者向け住宅の登録制度の活用を促進します。 

・「サービス付き高齢者向け住宅」の登録制度の活用促進 
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②子育て世帯が安心して暮らせる住まいづくり 

②-１ 子育て世帯が暮らしやすい住環境整備の促進                        

●子育てしやすい、子育てしたい住まいと住環境づくり 

子育て世帯が子育てに適した良質な住宅を確保し、子供の成長に合わせて希望

する場所で適切な面積水準の住宅を取得できる環境づくりに取り組みます。また、

多様な主体との連携を強化し、子育て世帯が安心・快適に暮らせる住環境づくり、

良質な賃貸住宅の供給を促進します。 

また家族の絆を強め、子育て世帯だけではなく高齢者世帯にも安心して暮らせ

る環境づくりを目的に、同居又は近居を望む世帯の住環境整備を推進します。 

・住宅リフォーム支援事業の推進 

・空き家バンク制度活用の推進 

・多世帯同居・近居推進事業の推進 

・空き家定住推進事業の推進 

 

 

       「空き家バンク制度」の構成イメージ  

秋田市内の空き家を「売りたい」、「貸したい」ことを希望している所有者から、

空き家バンクへの登録申込を受けて、その空き家の情報を市のホームページ等で公

開し、空き家の利用希望者へ情報提供する制度です。 

空き家バンク利用登録者の条件 

秋田市に移住・定住等を希望し、空き家の賃借や購入を希望する方なら、 

市内外を問わずどなたでも登録できます。 

利用方法 

売
り
た
い
方 

貸
し
た
い
方 

空き家バンクへ物件登録

してください。登録された物

件の情報は、市ホームページ

の「秋田市空き家バンク物件

登録一覧」に掲載し、公表い

たします。 

買
い
た
い
方 

借
り
た
い
方 

空き家バンク利用登録をし

てください。市で登録物件と利

用登録者とのマッチングを図

り、利用登録者のご希望にあう

物件をご紹介し、現地案内や契

約交渉などの連絡調整を行い

ます。 

 

 

 

 

 

※事業の内容は平成２８年度のもの 

 

 

 

 

宅建業者

空き家所有者 空き家の利用希望者 

・売りたい方 
・貸したい方 

・買いたい方 
・借りたい方 

空き家バンク 

重点施策
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       「多世帯同居・近居推進事業」の構成イメージ  

多世帯家族の同居又は近隣に居住することにより家族の絆を強め、子育てや高齢

者世帯が安心して暮らせる環境づくりを目的に、同居又は近居を望む方の住環境整

備を推進します。 

補助対象者 

多世帯 近居 

市内で自ら居住するために所有している

既存の住宅を改築又は改修し新たに多世帯

同居（世帯数１以上増加）する方 

親、子、孫等、三世代のいずれかが所有

し、居住している住宅のそばに市外から移

住して近居する（直線で１㎞以内に世帯数

１以上の転居）方 

補助額 

多世帯 近居 

1．市内在住者による同居 

対象工事費の 2 分の１で

上限額 50 万円

2．市外からの移住による同居 

又は市内在住者のうち親子世帯 

対象工事費の２分の１で

上限額 100 万円

1．住宅新築（購入）費 上限額 100 万円

2．賃貸借契約費    上限額 30 万円

※事業の内容は平成２８年度のもの 

 

       「空き家定住推進事業」の構成イメージ  

空き家の利活用による定住を目的に、空き家バンクを利用して定住を希望する方

の住環境整備を推進します。 

補助対象者 

・空き家バンクに登録された空き家を購入又は賃借し、市外から移住するた

め、増改築やリフォーム工事を行う方 

・空き家バンクに登録した空き家を市外から移住する方に、賃貸するため、

増改築やリフォーム工事を行う空き家の所有者 

補助額 

1．空き家の購入による定住  対象工事費の２分の１で上限額 100 万円 

2．空き家の賃貸借による定住 対象工事費の２分の１で上限額 30 万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※事業の内容は平成２８年度のもの  

【②完了実施報告】 

申請者が 

秋田市に報告 

【①助金交付申請】 

申請者が 

秋田市に申請 

着手前の写真
と書類 

完了後の写真
と書類

【③補助金交付】 

秋田市が 

申請者に補助金交付 
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●民間賃貸住宅における子育て世帯の入居の円滑化 

入居制限を受けやすい子育て世帯の居住の安定の確保を図るため、民間賃貸住

宅の供給を促進するとともに、登録された民間賃貸住宅の情報提供等、子育て世

帯への住情報の提供や相談体制の充実を図ります。 

・居住支援協議会活動支援事業への取り組みの検討 

・空き家バンク制度活用の推進 

・多世帯同居・近居推進事業の推進 

・空き家定住推進事業の推進  
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③公的住宅の適切な供給と維持管理 

③-１ 真に困窮する世帯への市営住宅の供給 

●市営住宅における適正入居の推進 

自力では適切な民間住宅を確保できない等、住宅に困窮する世帯の居住の安定

のため、空き家バンク制度等を活用しながら市営住宅における収入超過者や高額

所得者の住替え等を促進し、適切な管理に努め、適正入居を推進します。 

・収入超過者や高額所得者への民間賃貸住宅の斡旋 

（不動産事業者との連携） 

・空き家バンク制度活用の推進 

 

③-２ まちづくりと連携し、ニーズに応じた公的住宅の供給 

●高齢者に対応した公的住宅の供給 

高齢者や障がい者の居住の安定確保に向けて、住生活に関する多様な状況やニ

ーズに対応するため、公的住宅の建替や改修時にはサービス付き高齢者向け住宅

や社会福祉施設の併設など多様な公的住宅の供給を検討し、高齢者向け住戸を確

保します。 

・建替や改修時における高齢者向け住戸の確保 

 

●子育て世帯への公的住宅の供給 

住宅に困窮する子育て世帯の居住の安定のため、子育て世帯向け公的住宅の供

給を検討するとともに、公的住宅の建替や改修時には子育て支援施設の併設など

検討し、子育て向け住戸を確保します。 

・市営住宅建替時の子育て支援施設併設の検討 

・建替や改修時における子育て向け住戸の確保 

 

●地域のまちづくりと連携した市営住宅の整備 

市営住宅の建替や整備にあたっては立地や周辺環境に配慮し、地域と調和の取

れた整備を推進します。 

・市営住宅の既存ストックの改修や建替事業の推進 

 

③-３ 既設市営住宅等の適切な維持管理による有効活用 

●長期を見据えた適切な維持管理の推進 

市民の居住の安定のための共有財産である市営住宅等を適切に維持・管理して

いくため、計画的な維持修繕を推進するとともに、老朽化した住宅の建替を推進

します。 

・市営住宅等長寿命化計画に基づく市営住宅の耐震化、 

長寿命化の推進  
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【目標２】 安全安心に暮らせる住まい・まちづくり 
 

①良質で住みよい住宅地・住宅ストックの供給 

①-１ 長く活用できる住宅ストックの形成の促進                            

●良質な住宅ストック形成の促進 

良質で適正な規模の住宅建設や長期利用のためのリフォーム等を支援し、良質

な住宅ストックの形成を促進します。 

・住宅リフォーム支援事業の推進 

・長期優良住宅の普及促進 

・「あきた安心リフォーム協議会」との連携によるリフォーム促進 

 

      「住宅リフォーム支援事業」の構成イメージ  

増改築・リフォーム工事に対し 5 万円を補助します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※事業の内容は平成２８年度のもの 

 

 

 

 

 

 

 

  

【①補助金交付申請】 

申請者が 

秋田市に申請 

◎補助対象住宅 
・一戸建住宅 
・マンション等の共同住宅 

【②完了実施報告】 

申請者が 

秋田市に報告 

着手前の写真
と書類 

完了後の写真
と書類

【③補助金交付】 

秋田市が 

申請者に補助金交付 

 補助金 
５万円 

重点施策
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●良質な民間賃貸住宅供給の誘導 

十分な広さを持った住宅の確保の誘導や地域優良賃貸住宅等、良質な民間賃貸

住宅整備を誘導します。 

・サービス付き高齢者向け住宅の情報提供 

・地域優良賃貸住宅建設の誘導・促進 

 

●中古住宅市場の活性化 

消費者が中古住宅の品質を確認し安心して住宅を購入できる環境を整備する

ため、中古住宅に関する住宅性能表示制度の普及を促進し、中古住宅市場の活性

化を図ります。 

秋田市では、秋田市内の空き家の賃貸・売却を希望する方から申込みを受けた

情報を、空き家の利用を希望する方に紹介する「空き家バンク制度」を実施して

います。さらに、空き家バンクを利用した方は、秋田市定住推進事業を利用する

ことができるため、合わせて制度活用・事業実施を推進します。 

・住宅瑕疵担保に関する制度の普及促進 

・住宅性能表示制度の周知・普及の促進 

・空き家バンク制度活用の推進 

・空き家定住推進事業の推進 

・多世帯同居・近居推進事業の推進 

 

 

①-２ まちづくりと連携したユニバーサルデザイン化の促進 

●住民主体のまちづくりにおけるユニバーサルデザイン化の促進 

住民が主体となった「地区計画」や「緑地協定」等のまちづくりの計画・協定

等に基づく、安心して暮らせるユニバーサルデザインの住環境形成を促進します。 

・ユニバーサルデザインの普及・啓発（講習会開催等） 

・エリアマネジメントの促進  
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②災害に強いまちを目指した住まいづくり 

②-１ 災害に強い住まいづくりの促進                                   
●木造住宅の耐震性向上の支援 

安全・安心な住まい・まちづくりのため、「秋田市耐震改修促進計画」に基づ

く耐震改修を促進します。また、助成・融資等の活用促進に向けた相談体制の充

実や普及に努めます。 

・秋田市木造住宅耐震診断等補助事業 

・秋田市木造住宅耐震改修等補助事業 

 

 

       「秋田市木造住宅耐震改修等事業」の構成イメージ  

地震による木造住宅の倒壊等による災害を未然に防止し、市民の安全を確保する

ため、木造住宅の耐震診断等および耐震改修等に係る費用の一部を補助します。 

対象となる住宅 

昭和５６年５月３１日以前に建築された木造戸建住宅 

補助金 

・木造住宅耐震診断等補助事業 

（コースを選択 ①耐震診断のみ、②耐震診断＋概略的な計画） 

・木造住宅耐震改修等補助事業 

 （耐震改修設計および耐震改修工事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※事業の内容は平成２８年度のもの 

 

●火災発生時の安全性向上の促進 

火災発生時の安全性等の性能等をわかりやすく表示する住宅性能表示制度の

周知や活用を促進します。 

住宅用火災警報器の設置が義務付けられており、設置事業を推進します。 

・住宅性能表示制度の周知・活用促進 

・住宅用火災警報器設置事業の推進 

  

木造住宅耐震改修等補助事業 

住宅リフォーム支援事業 

 補助金  補助金 

相談 

 無料 

耐震改修 
リフォーム 

木造住宅耐震診断等補助事業

重点施策

耐震診断 
倒壊する可能性がある
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●災害対策に関する対応 

災害から生命や財産を守るための施策を推進します。 

災害ハザードマップ、津波ハザードマップおよび土砂災害ハザードマップによ

る危険箇所の周知などにより、生命の安全確保に努めます。 

また、がけ地の崩壊等により、住民の生命に危険を及ぼすおそれのある区域に

おける危険住宅の移転を促進する事業を推進します。 

・災害ハザードマップ等による危険箇所の周知 

・がけ地近接等危険住宅移転事業の推進 

 

       「がけ地近接等危険住宅移転事業」の構成イメージ 

がけ地の崩壊等による自然災害のおそれの高い土地から住宅の移転を支援します。 

対象となる住宅 

「土砂災害特別警戒区域」内に現に存する住宅（移転者が居住している住宅） 

補助金 

・危険住宅の除去等に要する費用 

・危険住宅に代わる住宅の建設または購入に要する費用 

 

 

 

 

 

 

 

※事業の内容は平成２８年度のもの 

 

 

②-２ 地域の防災力向上に向けた活動等の促進 

●地域における自主防災活動等の支援 

防災性の高い住まい・まちづくりのため、災害時に大きな力を発揮する近隣住

民の助け合い等の啓発に努めるとともに、地域の防災リーダーの育成や自主防災

組織等による自主防災活動を支援します。 

・自主防災組織等の活動支援 

  

秋田市が申請者に補助金交付 

 

危険住宅 除却 新しい住宅 移転

補助金  補助金 

 補助金 
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③多様なライフスタイルに応じた住まいづくり 

③-１ 市場を通じたリフォームの促進 

●リフォームに関する適切な情報の提供 

ライフスタイルの変化、環境対策、安全性向上への対応、既存住宅の長期利用

に資するリフォームの促進のため、住宅産業等関連事業者と連携を強化し、リフ

ォームに関する制度等の情報提供や支援を進めます。 

・リフォームに関する固定資産税優遇措置 

・住宅金融支援機構のリフォームローンの周知 

・住宅リフォーム支援事業の推進 
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【目標３】 地域のなかで住み続けられる住まい・まちづくり 

 

①地域の中心的な市街地の魅力を高める住まいづくり 

①-１ 多様なニーズに対応したまちなか居住の促進 

●多様なまちなか居住の検討 

中心市街地区域内に定住人口の確保と賑わいを創出するため、まちなかへの住

替えを促進する整備を検討します。 

また、住宅建設に対する支援制度等の周知を図りながら、住宅供給の事業と一体

として行う居住環境向上のための事業を検討します。 

・商店街活性化に向けたソフト事業の促進 

・商店街の空き店舗入居費用補助事業の促進 

・住宅リフォーム支援事業の推進 

・空き家バンク制度活用の推進 

・空き家定住推進事業の推進 

・多世帯同居・近居推進事業の推進 

 

●適切な空き家情報の提供 

ＵＪＩターンにより秋田市内に住宅を求める人が、ニーズに応じた住宅を選択

できるよう、住宅関連事業者や関係する機関等と連携し、空き家情報を提供する

方法を検討します。 

・空き家実態の把握 

・不動産事業者等との連携による空き家情報の提供 

・空き家バンク制度活用の推進 
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①-２ 地域の中心的な市街地の魅力的な居住地としての再生の促進 

●地域の中心的な市街地の活性化のためのまちづくりとの連携の推進 

地域の中心的な市街地の活性化に向けて、行政・地域住民・民間事業者の連携

による住まい・まちづくりの検討を進めます。 

・秋田市の中心市街地の活性化に向けた取り組みの推進 

・農山村集落の安心生活維持の促進 

 

 

①-３ 良好なまちなみ形成の誘導 

●周辺に配慮したまちなみ形成の誘導 

マンション等の中高層建築物の建設による、日照やプライバシーの問題等、近

隣住民とのトラブルを未然に防止することにより、健全な生活環境を維持します。 

また、周辺環境へ悪影響をもたらすおそれのある危険な空き家等の所有者に対

して、空き家等対策の推進に関する特別措置法や秋田市空き家等の適正管理に関

する条例等の関係法令に基づく指導等を行うとともに、所有者が危険な空き家等

を除却しようとする場合は、必要に応じてその費用の一部を補助します。 

さらに、管理が不十分である空き地の所有者に対し、秋田市都市緑化の推進に

関する条例に基づく指導等を行い、適正な管理を推進します。 

・秋田市中高層建築物の建築に係る紛争の予防および調整に関する 

条例に基づく指導 

・空家等対策の推進に関する特別措置法や秋田市空き家等の適正管理 

に関する条例等の関係法令に基づく指導等 

・秋田市老朽危険空き家等解体撤去補助金の交付 

・秋田市都市緑化の推進に関する条例に基づく空き地の管理の推進 
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②住宅情報の提供と住意識の啓発 

②-１ 住宅相談ネットワーク体制の充実 

●総合的な住宅相談体制の拡充 

福祉、子育て、公営住宅、耐震、融資等の多岐にわたる住宅相談に対して、関

連部局間の情報共有や連携を強化し、総合的な住宅相談体制の充実を図ります。 

・各種住宅相談窓口に関する団体等との連携 

 

②-２ 住まいに関する情報の発信や意識の啓発 

●市民への住情報提供の強化 

住生活に関する市民意識の向上のため、市民への情報提供や相談体制を充実し

ます。また、住生活の向上についての制度の活用や先進的な技術開発等、民間事

業者との連携を進めます。 

・わかりやすい住宅関連情報提供の検討 

 

 

 

③地域で支えあう住まいづくり 

③-１ 住宅や住環境づくりに関するＮＰＯやボランティア活動の促進 

●ＮＰＯやボランティア団体の活動の活性化のための情報提供 

市民自らの住生活の向上への取り組みを支援するため、秋田市のまちづくりに

関するＮＰＯ法人や地域活動を行っているボランティア団体等の活動活性化の

ための情報提供を行います。 

・まちづくりに関する団体等への情報提供 

 

③-２ 地域における防犯活動の促進 

●市民の防犯意識の啓発や地域活動の支援 

市民自らの安全性の高い住生活の実現のため、地域防犯の必要性に対する意識

の啓発に努め、地域の自主的な防犯パトロール等、様々な活動を支援します。 

・防犯灯設置等の環境の整備や防犯活動のＰＲ 
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【目標４】 「環境立市あきた」を実現する住まい・まちづくり 
 

①地球環境にやさしい住まいづくり 

①-１ 環境に配慮した住まいづくりの促進 

●住まいの省エネ・環境共生住宅の促進 

地球環境にやさしい家づくり、健康で快適な環境に配慮した住まい方の普及を

促進します。また、高断熱化、自然エネルギーの活用、省エネルギー等に関する

取り組みを支援します。 

・長期優良住宅の普及促進 

・住宅リフォーム支援事業の推進 

 

●緑化等の促進 

地域の緑化や美化への取り組みとともに、敷地内の生垣等の緑化を促進します。 

・緑のまちづくり活動支援基金（助成制度）による生垣整備の促進 

 

①-２ 住宅の長寿命化の促進 

●住宅の長寿命化に関する制度等の検討 

住宅を長く快適に利用するための資源活用や省エネルギーを進めるため、住宅

の長寿命化についての支援制度の検討を進めます。また、良質で長持ちする住ま

いづくりに向けた消費者・供給者の意識向上や住宅市場の形成に向けて、住宅性

能表示制度や長期優良住宅の普及を促進します。 

・秋田市住宅用太陽光発電システム設置費補助金 

・長期優良住宅の認定 

・住宅性能表示制度の周知・普及の促進 

・住宅リフォーム支援事業の推進 

 

②資源の有効活用による住まいづくり 

②-１ 地域で産出される木材の活用の促進 

●地域の資材を活用した住宅整備の促進 

低炭素社会の実現、地域の森林利用価値の向上や地域活性化、自然災害の防止

等に向けて秋田杉等地域の資材の活用による住宅建設を促進します。 

・地域の資材（秋田杉等）の活用促進 

 

②-２ 再生品や再生可能な建築資材等の利用促進 

●住宅建材リサイクルの推進 

建築工事における環境への負荷を軽減するため、建設廃棄物の減量化と分別・

リサイクルに関する関係法に基づく適正な運用と周知を行います。 

・秋田県認定リサイクル製品の普及促進  
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【目標５】 「ブランドあきた」を確立する住まい・まちづくり 

 

①豊かな自然・歴史・文化を活かした住まいづくり 

①-１ 歴史や文化等、地域の魅力を活かした暮らし方や住まいづくり、 

良好な景観形成の促進 

●地域資源を活かしたまちづくりの支援 

地域の特色ある歴史や文化等に根ざしたまちづくりのため、地域固有の資源を

活用したまちづくり活動を支援します。また、情報整理や地区計画、建築協定等、

地域住民の主体的なルールづくりを促進するとともに、景観資源の保全や活用に

より、景観形成に係わる市民等の自主的な取り組みや活動等を支援します。 

・エリアマネジメントの促進 

・景観まちづくりの推進 

・新屋地区等における町家を活かした景観づくり 

 

①-２ 良好な景観保全や景観形成の取り組みの促進 

●住民による良好な景観形成の支援 

地域の歴史や文化を伝えるこれまでの景観を維持するとともに更なる良好な

景観形成づくりを促進します。 

・エリアマネジメントの促進 

・新屋地区等における町家を活かした景観づくり 

 

 

②市民協働による住まいづくり 

②-１ 地域で行うまちなみ整備の促進 

●市民主体のまちづくりの促進 

地域の特性に応じた良好な住環境の形成のため、地区計画や建築協定、都市景

観協定等の活用による市民主体のまちづくりを促進します。 

・エリアマネジメントの促進 

 

 


